
◯
　
寂
れ
た
村
・
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
路


　
　
１
０
数
件
の
家
だ
け
が
建
っ
て
い
る
、
人
気
の


　
　
な
い
村
。
い
く
つ
か
の
家
は
崩
れ
て
い
て
、
畑


　
　
な
ど
も
荒
れ
て
い
る
。
一
軒
の
崩
れ
た
家
の
前


　
　
で
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
隊
、
撮
影
し
て
い
る
。


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
こ
の
村
は
半
年
前
に
台
風
に
よ
る


　
　
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
建
物
が
半
壊
し
、


　
　
人
は
こ
の
村
か
ら
去
っ
て
行
き
ま
し
た
」


　
　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
カ
メ
ラ
の
前
で
マ
イ
ク
を
持


　
　
っ
て
必
死
に
話
し
て
い
る
と
、
遠
く
か
ら
大
き


　
　
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
冴
島
正
雄
（
４
２
）
、


　
　
汚
れ
た
服
装
で
歩
い
て
来
る
。


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
そ
し
て
、
こ
の
村
に
は
今…

」


　
　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
歩
い
て
来
る
正
雄
を
見
つ
け


　
　
る
。


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
あ
れ
？
」


　
　
ロ
ケ
隊
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
見
て
い
る
方
向
を


　
　
見
る
。


プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
「
人
？
」


　
　
正
雄
、
ど
ん
ど
ん
と
近
づ
い
て
来
る
。


プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
「
（
カ
メ
ラ
マ
ン
に
）
お
い
、
あ


　
　
れ
を
撮
れ
」


　
　
カ
メ
ラ
マ
ン
、
急
い
で
正
雄
の
方
に
カ
メ
ラ
を


　
　
向
け
る
。


プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
「
（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
）
あ
の
人


　
　
に
話
を
聞
こ
う
」


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
は
い
」


　
　
ロ
ケ
隊
、
正
雄
に
近
づ
い
て
来
る
。


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
こ
ん
に
ち
は
。
こ
ち
ら
の
村
に
御


　
　
用
で
す
か
？
」


　
　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
正
雄
に
マ
イ
ク
を
向
け
る
。


正
雄
「…

」


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
今
日
は
ど
う
い
っ
た
御
用
で
す
か
？
」


正
雄
「
家
に
帰
る
ん
で
す
」


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
家
に
？
」


正
雄
「
家
に
帰
る
ん
で
す
」


　
　
正
雄
、
ロ
ケ
隊
を
通
り
過
ぎ
て
歩
い
て
行
く
。


/ ページ1 4



プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
「
行
く
ぞ
」


　
　
ロ
ケ
隊
、
正
雄
に
つ
い
て
行
く
。


◯
　
寂
れ
た
村
・
半
壊
し
て
い
る
家
・
前


　
　
正
雄
、
家
の
前
で
立
ち
止
ま
る
。
正
雄
、
家
の


　
　
前
で
立
ち
尽
く
し
て
い
る
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、


　
　
正
雄
に
寄
っ
て
来
て
、


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
こ
こ
が
あ
な
た
の
家
で
す
か
？
」


正
雄
「…

」


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
こ
の
村
は
、
半
年
前
に
台
風
の
影


　
　
響
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
村
人
た
ち
は
こ
の


　
　
村
か
ら
去
っ
て
行
き
ま
し
た
」


正
雄
「…

」


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
そ
の
事
実
は
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
」


　
　
正
雄
、
ゆ
っ
く
り
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
見
て
、


　
　
ゆ
っ
く
り
と
首
を
横
に
ふ
る
。


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
ど
こ
へ
行
っ
て
い
た
ん
で
す
か
？


　
　
ど
こ
か
ら
帰
っ
て
来
た
ん
で
す
か
？
」


　
　
正
雄
、
家
を
見
て
、


正
雄
「
ず
っ
と
遠
く
で
す
」


◯
　
デ
リ
ー
空
港
・
ラ
ウ
ン
ジ
（
以
下
回
想
）


　
　
正
雄
、
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
。
正
雄
の
横
に


　
　
は
、
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
が
置
か
れ
て
い
る
。
正


　
　
雄
、
本
を
読
ん
で
い
る
。
正
雄
の
リ
ュ
ッ
ク
の


　
　
横
に
は
怪
し
げ
な
男
性
、
座
っ
て
い
る
。
怪
し


　
　
げ
な
男
性
、
正
雄
の
様
子
を
伺
い
、
急
に
リ
ュ


　
　
ッ
ク
を
持
っ
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
。
正
雄
、
何


　
　
と
か
リ
ュ
ッ
ク
を
掴
む
が
、
リ
ュ
ッ
ク
の
引
っ


　
　
張
り
合
い
に
な
る
。
お
互
い
、
リ
ュ
ッ
ク
を
引


　
　
っ
張
っ
て
い
る
と
、
背
後
か
ら
来
た
女
性
に
肩


　
　
か
ら
か
け
て
い
た
鞄
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
取


　
　
ら
れ
、
鞄
を
持
っ
て
い
か
れ
る
。
女
性
、
鞄
を


　
　
持
っ
て
逃
げ
て
い
く
。
怪
し
げ
な
男
性
、
女
性


　
　
と
は
反
対
方
向
に
逃
げ
て
い
く
。
正
雄
、
リ
ュ


　
　
ッ
ク
を
背
負
っ
て
女
性
を
追
い
か
け
る
。


　
　
×
　
　
×
　
　
×
　
　


　
　
正
雄
、
落
ち
込
ん
で
座
っ
て
い
る
。
正
雄
、
顔


/ ページ2 4



　
　
を
挙
げ
る
と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
置
か
れ
て
い


　
　
る
場
所
に
地
図
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
見
え
る
。


◯
　
同
・
前


　
　
正
雄
、
大
き
な
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、
地
図
を


　
　
持
っ
て
歩
い
て
行
く
。


◯
　
イ
ン
ド
・
街
（
夕
方
）


　
　
正
雄
、
黙
々
と
歩
い
て
い
る
。
正
雄
、
残
り
少


　
　
な
い
お
金
を
握
り
し
め
、
キ
ャ
ン
プ
道
具
が
置


　
　
か
れ
て
い
る
店
に
入
っ
て
く
。


◯
　
同
・
空
き
地
（
夜
）


　
　
正
雄
、
テ
ン
ト
の
中
で
寝
て
い
る
。


◯
　
膨
大
な
荒
地
・
道
路


　
　
灼
熱
で
見
渡
す
限
り
自
然
し
か
な
い
道
路
。
正


　
　
雄
、
一
人
で
歩
い
て
い
る
。
汗
を
か
き
な
が
ら
、


　
　
黙
々
と
歩
い
て
い
る
。
正
雄
の
背
後
か
ら
、
車


　
　
が
走
っ
て
来
て
、
正
雄
を
横
に
停
車
す
る
。
助


　
　
手
席
の
窓
が
空
き
、
助
手
席
に
座
っ
て
い
る
イ


　
　
ン
ド
人
の
男
性
、
窓
か
ら
体
を
乗
り
出
し
、


イ
ン
ド
人
の
男
性
「
（
英
語
で
）
ど
こ
に
行
く
ん
だ


　
　
い
？
」


正
雄
「
（
英
語
で
）
家
に
帰
る
ん
で
す
」


イ
ン
ド
人
の
男
性
「
乗
せ
て
い
っ
て
や
ろ
う
か
？
」


　
　
正
雄
、
首
を
横
に
振
り
、
歩
い
て
行
く
。


◯
　
人
の
多
い
繁
華
街


　
　
正
雄
、
歩
い
て
行
く
。
ア
ジ
ア
系
の
女
性
、
近


　
　
づ
い
て
来
て
、


ア
ジ
ア
家
の
女
性
「
（
カ
タ
コ
ト
の
日
本
語
で
）
ど


　
　
こ
に
行
く
ん
で
す
か
？
」


正
雄
「
（
日
本
語
で
）
家
に
帰
る
ん
で
す
」


　
　
正
雄
、
歩
い
て
行
く
。


◯
　
山
道


　
　
正
雄
、
登
っ
て
い
く
道
を
歩
い
て
い
る
。
後
ろ


　
　
か
ら
ア
ジ
ア
系
の
男
性
、
走
っ
て
来
て
、


/ ページ3 4



ア
ジ
ア
系
の
男
性
「
（
中
国
語
で
）
ト
レ
ー
ニ
ン
グ


　
　
で
す
か
？
」


正
雄
「
（
日
本
語
で
）
家
に
帰
る
ん
で
す
」


　
　
正
雄
、
歩
い
て
行
く
。
ア
ジ
ア
家
の
男
性
、
正


　
　
雄
を
抜
か
し
て
走
っ
て
い
く
。


◯
　
川
沿
い


　
　
正
雄
、
歩
い
て
い
る
。
川
辺
で
遊
ん
で
い
る
子


　
　
供
達
、
集
ま
っ
て
来
て
、


子
供
達
「
（
韓
国
語
で
）
ど
こ
行
く
の
？
」


正
雄
「
（
日
本
語
で
）
家
に
帰
る
ん
で
す
」


◯
　
船
・
甲
板


　
　
正
雄
、
景
色
を
眺
め
て
い
る
。
横
で
タ
バ
コ
を


　
　
吸
っ
て
い
る
男
性
、
正
雄
を
見
て
、


男
性
「
ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か
？
」


　
　
景
色
を
見
た
ま
ま
、
少
し
希
望
を
抱
い
た
顔
で
、


正
雄
「
家
に
、
帰
る
ん
で
す
」


　
　


◯
　
寂
れ
た
村
・
半
壊
し
て
い
る
家
・
前


　
　
正
雄
、
家
を
見
た
ま
ま
、


正
雄
「
ず
っ
と
遠
く
で
す
」


　
　
正
雄
、
首
を
小
さ
く
横
に
振
り
な
が
ら
、


正
雄
「
ず
っ
と
、
遠
く
か
ら
で
す
」


　
　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
正
雄
に
マ
イ
ク
を
向
け
た
ま


　
　
ま
、
止
ま
っ
て
し
ま
う
。
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、


　
　
声
を
出
さ
ず
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
『
何
か
質
問


　
　
し
ろ
』
と
指
示
を
出
し
て
い
る
。
ア
ナ
ウ
ン
サ


　
　
ー
、
ハ
ッ
と
し
て
、
何
か
を
言
い
出
そ
う
と
す


　
　
る
と
、
正
雄
、
歩
い
て
行
く
。
ロ
ケ
隊
、
正
雄


　
　
を
追
い
か
け
て
、


ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
ど
こ
に
行
く
ん
で
す
か
？
」


　
　
正
雄
、
少
し
歩
い
て
、


正
雄
「
家
に
帰
る
ん
で
す
」


　
　
ロ
ケ
隊
、
足
を
止
め
て
し
ま
う
。
正
雄
、
一
人


　
　
で
歩
い
て
行
く
。
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